
〈関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

9月27日（土）／10月13日（月・祝）
　※いずれも13:30～
9月26日（金）／10月3日（金）
　※いずれも18:30～

【小中学生と父母対象】

9月20日（土）／9月28日（日）
10月4日（土）／10月11日（土）
　※いずれも14:00～

＊その他、関連企画を計画。
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1── 15世紀前半のフィレンツェの画家《東方三博士の礼拝》 
  1420 年代、テンペラ・板、
  サンタ・フェリチタ聖堂、聖具室蔵（フィレンツェ）
  © Firenze, Chiesa di Santa Felicita, sagrestia
  ©Antonio Quattrone

2──ロレンツォ・モナコと工房《玉座の聖母子》ほか祭壇画 
  1420 年頃 テンペラ・板、
  サンタンドレア聖堂附属美術館蔵（エンポリ）
  © Empoli, Museo della Collegiata di Sant’Andrea

3──アーニョロ・ガッディ《聖顔》 
  1385-90 年、テンペラ・板、ホーン美術館蔵（フィレンツェ）
  © Firenze, Museo Horne 
  © Antonio Quattrone

3

1

2008年9月13日［土］～11月9日［日］

2008年9月13日［土］～11月9日［日］

2

2

1 ──ジョット・ディ・ボンドーネ《聖母子》 
  1295 年頃、テンペラ・板
  サント・ステーファノ・アル・ポンテ聖堂附属美術館蔵
  （フィレンツェのサン・ジョルジョ・アッラ・コスタ聖堂からの来歴作品）
  © Firenze, Museo Diocesano di Santo Stefano al Ponte
  © Antonio Quattrone

2 ──ジョット・ディ・ボンドーネ《殉教助祭聖人》 
  ステンドグラス、
  サンタ・クローチェ聖堂附属美術館蔵（フィレンツェ）
  



【平面作品部門】

◎損保ジャパン美術賞
田中紘子《ヨコハマ スパイラル》 油彩・アクリル・キャンヴァス

◎秀作賞
西田陽二《MADONNA DELLA SEGGIOLA》 
油彩・キャンヴァス

八代美紀《惑星》 油彩・キャンヴァス 
薮下育絵《バナナ》 水干絵具・岩絵具・土佐麻紙

【立体作品部門】

◎新作優秀賞

松本昌彦《風結 - 07》 米松・檜

◎新作秀作賞

下山直紀《この忘却と焦慮と歓喜の循環は何の
　役をはたすのか》 椨（イヌグス）・漆・彩色

堤 一彦《雲になる樹》 大理石

　6月17日（火）、損保ジャパン本社ビルにおいて、

2007 年度に損保ジャパン東郷青児美術館大賞を受

賞した相笠昌義氏の授賞式が開催され、選考委員

をはじめ多くの方々が出席されました。相笠昌義氏

は 1939（昭和 14）年、東京・日本橋生まれ、東

京芸術大学油絵科を卒業しました。駅、通勤電車、

交差点、動物園、お花見風景など、現代社会の何

気ない一コマを背景に、日常生活に繰り広げられ

る人間模様を捉えた独特の

作品を手がけています。受

賞記念展「相笠昌義展（仮

称）」は 2010 年 1月に当美

術館で開催の予定です。

2008年7月5日［土］─8月31日［日］ 
生きる喜び 素朴絵画の世界 アンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼス ～自然を愛した画家からの、心暖まるメッセージ～
描くことを心から愛し、身の回りの自然や日常生活を描いたアンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼスの作品を紹介します。

◆ 月曜休館（7月21日は開館） 午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで） 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2008年9月13日［土］─11月9日［日］ 　
西洋絵画の父 ジョットとその遺産展 ～ジョットからルネサンス初めまでのフィレンツェ絵画～
ミケランジェロが素描の手本とし、ダ・ヴィンチが「過去何世紀もの画家たちを凌駕した」と称えたジョットの作品とともに、彼から影響を受けた同時代の

作家たちの作品など約 35点でルネサンスの夜明けを紹介します。

 【お客様感謝デー無料開館日10月1日（水）】
◆ 月曜休館（9月15日、10月13日、11月3日は開館）　午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで）　入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2008年11月22日［土］─12月28日［日］ 　
丸紅創業150周年記念 丸紅コレクション展 ～衣裳から絵画へ美の競演～ 
ボッティチェリの珠玉の名作《美しきシモネッタ》をはじめ、印象派を中心とする絵画と時代衣裳、大正から昭和初期の図案素描など、呉服商から発展し

た総合商社ならではの国内屈指の企業コレクション約100点を紹介します。

◆ 月曜休館（11月24日は開館） 午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで） 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2009年1月10日［土］─2月22日［日］  　損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念　元永定正展
損保ジャパン東郷青児美術館大賞の受賞を記念し、受賞作《いろ いきてる !》を中心に、元永定正氏の画業にせまる約 60点を展示します。

◆ 月曜休館（1月12日は開館） 午前10時～午後6時まで 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）、（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

2009年3月7日［土］─3月29日［日］  　選ばれた新進作家たち　第28回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
36 の美術団体が開催する公募展で「損保ジャパン美術財団奨励賞」を授与された平面作品と、全国の 30 名の推薦委員により推薦された平面作品を一堂

に展示し、会場審査により優秀作品を選出、表彰します。

◆ 月曜休館 午前10時～午後6時まで 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）、（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

INFORMATION    2008年7月─ 2009年3月

　損保ジャパン美術財団

では第27回選抜奨励展（3

月 1日～ 3月 30 日）に先

立ち、2月 20 日に全出品

作（平面 60作品・立体 21

作品）を対象に審査を行

い、受賞作を決定しまし

た。審査員は小杉小二郎、

澄川喜一、寺坂公雄、原田 光、真室佳武、ワシ

オ・トシヒコの各氏に財団関係者 2 名を加えた

計 8名。受賞作は右記のとおりでした。

選ばれた新進作家たち  
第27回損保ジャパン美術財団選抜奨励展  

受賞作品報告

損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念

元
も と な が
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正展
2009年1月10日（土）～2月22日（日）

生きる喜び 素朴絵画の世界

アンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼス
～自然を愛した画家からの、心暖まるメッセージ～

2008年7月5日（土）～8月31日（日）

◆元永定正氏は1922（大正 11）年、三重県上

田市に生まれました。当初は漫画家を志していま

したが洋画に転向、同郷の画家・濱邊萬吉氏に

師事しました。1952（昭和 27）年に兵庫県神戸

市に移住、1955（昭和 30）年に吉原治良氏の誘

いを受け前衛美術グループ「具体美術協会」に

参加、戦後の日本美術界におけるアヴァンギャル

ドの旗手として活躍し鮮やかな色彩と流動的な

絵具を用いたスタイルを確立しました。その後も

独自の抽象絵画芸術を展開し、そのかたわら絵

画のみならず版画、絵本原画、立体、パフォー

マンス、パブリックアート等 、々既成概念にとら

われることなく多彩な技法・表現方法を取り入れ

◆フランス中部のロワール地方で園芸の仕事に

たずさわっていたアンドレ・ボーシャン、アメリ

カ東部のヴァージニア州とニューヨーク州で農家

の主婦として農場を切り盛りしていたグランマ・

モーゼス。ボーシャンがパリの美術展サロン・

ドートンヌ展に出品し、その作品が建築家ル・

コルビュジェや美術評論家オザンファンらの目

にとまったのは 48歳の時、モーゼスの作品が

ニューヨーク近代美術館で開催された無名画家

による展覧会に出品され、その名が知られるよ

丸紅創業 150 周年記念

丸紅コレクション展
～衣裳から絵画へ美の競演～

2008年11月22日（土）～12月28日（日）

◆丸紅の企業コレクションは二つに大別され、

一つは昭和 44年開設の美術品輸入販売部門が

収集した西洋絵画と、創業地ゆかりの関西画壇

の作品計 600点余り、もう一つは前身・丸紅商

店が昭和 4年から呉服デザインの資料に収集し

た時代衣裳で、元禄から現代までの約 400点

です。衣裳収集に先立つ大正 10年、丸紅商店

はデザイン研究のため美術家を集め「あかね会」

を発足させました。その顔ぶれは朝倉文夫、有

島生馬、伊東深水、川端龍子、竹内栖鳳、藤

島武二などそうそうたるもの。さらに染織技術

とデザイン向上のため昭和 2年から開催を続け

る「美展」からは、上野為二ら人間国宝を輩出

しています。三越や髙島屋などの広告美術や陶

器類の輸出にも見られるように、当時、美術と

経済は殖産興業の範疇で固く結びついていまし

た。丸紅もまた、いわゆる文化支援とは異なり、

企業が経済活動のなかで美術家に活躍の場を

創り出し、文化を醸成した好例です。

　本展では、画壇の重鎮達の達者な、とき

にユーモラスな筆跡が残る「あかね会」の

貴重な図案下絵をはじめ、時代衣裳と、日

本洋画から、クールベ、印象派、フォーヴィ

スム、ビュッフェら戦後のパリ画壇までを含む

選び抜かれた絵画群を、コレクション形成史を

ひもときながら展観します。

うになったのは 79歳の時のことです。ボーシャン

もモーゼスも本業のかたわら絵を描いてはいたも

のの、画家として認められ本格的に制作活動を

開始したのは、いずれも人生の後半になってから

のことでした。心から描くことに喜びを感じ、身

近にある自然や日常をテーマに描いた二人の作品

は素朴で愛情にあふれ、人々の心を和ませる魅

力に満ちています。本展覧会ではボーシャンの作

品 47点、モーゼスの作品 22点を展示し、自然

を愛したふたりの画家による心暖まる世界を紹介

します。

〔左〕サンドロ・ボッティチェリ《美しきシモネッタ》 
1480-85 年頃、テンペラ・板

〔右〕《島取に柳文様小袖》（復元） 
1999 年、染分練貫地・辻が花染
淀君が身につけたとされる16 世紀
後期の古裂から再現した小袖

元永定正《いろ いきてる !》（全 17点中 2 点）　2006 年 アクリル・厚紙、各 21× 57cm

没後50年
モーリス・ド・ヴラマンク展
2008年4月19日～6月29日

　モーリス・ド・ヴラマンクはヴァイオリン奏者や競輪

選手として身を立てながら独学で絵を学び、1900

年頃から画家として本格的な活動を開始しました。

ゴッホらの影響を受けながら鮮やかな色彩を用い

た大胆な作品を手がけ、マティスやドランらと共に

フォーヴの中心人物として活躍しました。その後、

セザンヌの影響を受けた堅牢な構図と抑えた色調

損保ジャパン東郷青児美術館大賞授賞式開催
受賞作は相笠昌義氏の

《交差点にて、あるく人》

〔上〕アンドレ・ボーシャン《ラヴァルダン城の前、丸いフルーツ皿
に乗った果物と花々》 1957 年、個人蔵
©ADAGP, Paris & SPDA, Tokyo, 2008

〔下〕グランマ・モーゼス《夏》 
1944 年、損保ジャパン東郷青児美術館蔵
©2008. Grandma Moses Properties Co., New York

〈開催した関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

7月11日（金）／7月18日（金） 
　いずれも17:30 ～

【小中学生と父母対象】

7月12日（土）／7月19日（土） 
　いずれも13:30 ～

ワークショップ

夏休みカレンダーを作ろう!
7月19日（土）～8月10日（日）

た自由で斬新な作品を発表、日本の現代美術を

代表する作家として現在も第一線で活躍されてい

ます。損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞を

記念する本展覧会では受賞作《いろ いきてる !》

を中心に、旧作・新作を含めた約 60点を展示、

元永定正氏の画業を紹介する予定です。

モーリス・ド・ヴラマンク
《雷雨の日の収穫》 
1950 年、個人蔵
©ADAGP, Paris & 
SPDA, Tokyo, 2008 

田中紘子
《ヨコハマ スパイラル》

による作品を描いていましたが、1920 年代頃から

スピード感のある渦巻くような筆致と重厚な色彩を

用いた、劇的で力強い独自の画風を確立しました。

本展覧会では最初期から晩年まで、ヴラマンクの作

品を一堂に展示し、

その画業の変遷を

たどりました。

相笠昌義
《交差点にて、
あるく人》2007 年、
油彩・キャンヴァス

※ 江戸期の時代衣裳は、作品保全のため
　 12月 8日（月・休館）に展示替えをします。

〈関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

12月5日（金）18:30～／12月7日（日）13:30～

【小中学生と父母対象】

11月29日（土）／11月30日（日）
　いずれも14:00 ～



【平面作品部門】

◎損保ジャパン美術賞
田中紘子《ヨコハマ スパイラル》 油彩・アクリル・キャンヴァス

◎秀作賞
西田陽二《MADONNA DELLA SEGGIOLA》 
油彩・キャンヴァス

八代美紀《惑星》 油彩・キャンヴァス 
薮下育絵《バナナ》 水干絵具・岩絵具・土佐麻紙

【立体作品部門】

◎新作優秀賞

松本昌彦《風結 - 07》 米松・檜

◎新作秀作賞

下山直紀《この忘却と焦慮と歓喜の循環は何の
　役をはたすのか》 椨（イヌグス）・漆・彩色

堤 一彦《雲になる樹》 大理石

　6月17日（火）、損保ジャパン本社ビルにおいて、

2007 年度に損保ジャパン東郷青児美術館大賞を受

賞した相笠昌義氏の授賞式が開催され、選考委員

をはじめ多くの方々が出席されました。相笠昌義氏

は 1939（昭和 14）年、東京・日本橋生まれ、東

京芸術大学油絵科を卒業しました。駅、通勤電車、

交差点、動物園、お花見風景など、現代社会の何

気ない一コマを背景に、日常生活に繰り広げられ

る人間模様を捉えた独特の

作品を手がけています。受

賞記念展「相笠昌義展（仮

称）」は 2010 年 1月に当美

術館で開催の予定です。

2008年7月5日［土］─8月31日［日］ 
生きる喜び 素朴絵画の世界 アンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼス ～自然を愛した画家からの、心暖まるメッセージ～
描くことを心から愛し、身の回りの自然や日常生活を描いたアンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼスの作品を紹介します。

◆ 月曜休館（7月21日は開館） 午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで） 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2008年9月13日［土］─11月9日［日］ 　
西洋絵画の父 ジョットとその遺産展 ～ジョットからルネサンス初めまでのフィレンツェ絵画～
ミケランジェロが素描の手本とし、ダ・ヴィンチが「過去何世紀もの画家たちを凌駕した」と称えたジョットの作品とともに、彼から影響を受けた同時代の

作家たちの作品など約 35点でルネサンスの夜明けを紹介します。

 【お客様感謝デー無料開館日10月1日（水）】
◆ 月曜休館（9月15日、10月13日、11月3日は開館）　午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで）　入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2008年11月22日［土］─12月28日［日］ 　
丸紅創業150周年記念 丸紅コレクション展 ～衣裳から絵画へ美の競演～ 
ボッティチェリの珠玉の名作《美しきシモネッタ》をはじめ、印象派を中心とする絵画と時代衣裳、大正から昭和初期の図案素描など、呉服商から発展し

た総合商社ならではの国内屈指の企業コレクション約100点を紹介します。

◆ 月曜休館（11月24日は開館） 午前10時～午後6時まで（金曜日は午後8時まで） 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）、（　）内は20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円／中学生以下無料

2009年1月10日［土］─2月22日［日］  　損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念　元永定正展
損保ジャパン東郷青児美術館大賞の受賞を記念し、受賞作《いろ いきてる !》を中心に、元永定正氏の画業にせまる約 60点を展示します。

◆ 月曜休館（1月12日は開館） 午前10時～午後6時まで 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）、（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

2009年3月7日［土］─3月29日［日］  　選ばれた新進作家たち　第28回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
36 の美術団体が開催する公募展で「損保ジャパン美術財団奨励賞」を授与された平面作品と、全国の 30 名の推薦委員により推薦された平面作品を一堂

に展示し、会場審査により優秀作品を選出、表彰します。

◆ 月曜休館 午前10時～午後6時まで 入館は閉館の30分前まで
◆ 入館料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）、（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

INFORMATION    2008年7月─ 2009年3月

　損保ジャパン美術財団

では第27回選抜奨励展（3

月 1日～ 3月 30 日）に先

立ち、2月 20 日に全出品

作（平面 60作品・立体 21

作品）を対象に審査を行

い、受賞作を決定しまし

た。審査員は小杉小二郎、

澄川喜一、寺坂公雄、原田 光、真室佳武、ワシ

オ・トシヒコの各氏に財団関係者 2 名を加えた

計 8名。受賞作は右記のとおりでした。

選ばれた新進作家たち  
第27回損保ジャパン美術財団選抜奨励展  

受賞作品報告

損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念

元
も と な が

永定
さ だ ま さ

正展
2009年1月10日（土）～2月22日（日）

生きる喜び 素朴絵画の世界

アンドレ・ボーシャンとグランマ・モーゼス
～自然を愛した画家からの、心暖まるメッセージ～

2008年7月5日（土）～8月31日（日）

◆元永定正氏は1922（大正 11）年、三重県上

田市に生まれました。当初は漫画家を志していま

したが洋画に転向、同郷の画家・濱邊萬吉氏に

師事しました。1952（昭和 27）年に兵庫県神戸

市に移住、1955（昭和 30）年に吉原治良氏の誘

いを受け前衛美術グループ「具体美術協会」に

参加、戦後の日本美術界におけるアヴァンギャル

ドの旗手として活躍し鮮やかな色彩と流動的な

絵具を用いたスタイルを確立しました。その後も

独自の抽象絵画芸術を展開し、そのかたわら絵

画のみならず版画、絵本原画、立体、パフォー

マンス、パブリックアート等 、々既成概念にとら

われることなく多彩な技法・表現方法を取り入れ

◆フランス中部のロワール地方で園芸の仕事に

たずさわっていたアンドレ・ボーシャン、アメリ

カ東部のヴァージニア州とニューヨーク州で農家

の主婦として農場を切り盛りしていたグランマ・

モーゼス。ボーシャンがパリの美術展サロン・

ドートンヌ展に出品し、その作品が建築家ル・

コルビュジェや美術評論家オザンファンらの目

にとまったのは 48歳の時、モーゼスの作品が

ニューヨーク近代美術館で開催された無名画家

による展覧会に出品され、その名が知られるよ

丸紅創業 150 周年記念

丸紅コレクション展
～衣裳から絵画へ美の競演～

2008年11月22日（土）～12月28日（日）

◆丸紅の企業コレクションは二つに大別され、

一つは昭和 44年開設の美術品輸入販売部門が

収集した西洋絵画と、創業地ゆかりの関西画壇

の作品計 600点余り、もう一つは前身・丸紅商

店が昭和 4年から呉服デザインの資料に収集し

た時代衣裳で、元禄から現代までの約 400点

です。衣裳収集に先立つ大正 10年、丸紅商店

はデザイン研究のため美術家を集め「あかね会」

を発足させました。その顔ぶれは朝倉文夫、有

島生馬、伊東深水、川端龍子、竹内栖鳳、藤

島武二などそうそうたるもの。さらに染織技術

とデザイン向上のため昭和 2年から開催を続け

る「美展」からは、上野為二ら人間国宝を輩出

しています。三越や髙島屋などの広告美術や陶

器類の輸出にも見られるように、当時、美術と

経済は殖産興業の範疇で固く結びついていまし

た。丸紅もまた、いわゆる文化支援とは異なり、

企業が経済活動のなかで美術家に活躍の場を

創り出し、文化を醸成した好例です。

　本展では、画壇の重鎮達の達者な、とき

にユーモラスな筆跡が残る「あかね会」の

貴重な図案下絵をはじめ、時代衣裳と、日

本洋画から、クールベ、印象派、フォーヴィ

スム、ビュッフェら戦後のパリ画壇までを含む

選び抜かれた絵画群を、コレクション形成史を

ひもときながら展観します。

うになったのは 79歳の時のことです。ボーシャン

もモーゼスも本業のかたわら絵を描いてはいたも

のの、画家として認められ本格的に制作活動を

開始したのは、いずれも人生の後半になってから

のことでした。心から描くことに喜びを感じ、身

近にある自然や日常をテーマに描いた二人の作品

は素朴で愛情にあふれ、人々の心を和ませる魅

力に満ちています。本展覧会ではボーシャンの作

品 47点、モーゼスの作品 22点を展示し、自然

を愛したふたりの画家による心暖まる世界を紹介

します。

〔左〕サンドロ・ボッティチェリ《美しきシモネッタ》 
1480-85 年頃、テンペラ・板

〔右〕《島取に柳文様小袖》（復元） 
1999 年、染分練貫地・辻が花染
淀君が身につけたとされる16 世紀
後期の古裂から再現した小袖

元永定正《いろ いきてる !》（全 17点中 2 点）　2006 年 アクリル・厚紙、各 21× 57cm

没後50年
モーリス・ド・ヴラマンク展
2008年4月19日～6月29日

　モーリス・ド・ヴラマンクはヴァイオリン奏者や競輪

選手として身を立てながら独学で絵を学び、1900

年頃から画家として本格的な活動を開始しました。

ゴッホらの影響を受けながら鮮やかな色彩を用い

た大胆な作品を手がけ、マティスやドランらと共に

フォーヴの中心人物として活躍しました。その後、

セザンヌの影響を受けた堅牢な構図と抑えた色調

損保ジャパン東郷青児美術館大賞授賞式開催
受賞作は相笠昌義氏の

《交差点にて、あるく人》

〔上〕アンドレ・ボーシャン《ラヴァルダン城の前、丸いフルーツ皿
に乗った果物と花々》 1957 年、個人蔵
©ADAGP, Paris & SPDA, Tokyo, 2008

〔下〕グランマ・モーゼス《夏》 
1944 年、損保ジャパン東郷青児美術館蔵
©2008. Grandma Moses Properties Co., New York

〈開催した関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

7月11日（金）／7月18日（金） 
　いずれも17:30 ～

【小中学生と父母対象】

7月12日（土）／7月19日（土） 
　いずれも13:30 ～

ワークショップ

夏休みカレンダーを作ろう!
7月19日（土）～8月10日（日）

た自由で斬新な作品を発表、日本の現代美術を

代表する作家として現在も第一線で活躍されてい

ます。損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞を

記念する本展覧会では受賞作《いろ いきてる !》

を中心に、旧作・新作を含めた約 60点を展示、

元永定正氏の画業を紹介する予定です。

モーリス・ド・ヴラマンク
《雷雨の日の収穫》 
1950 年、個人蔵
©ADAGP, Paris & 
SPDA, Tokyo, 2008 

田中紘子
《ヨコハマ スパイラル》

による作品を描いていましたが、1920 年代頃から

スピード感のある渦巻くような筆致と重厚な色彩を

用いた、劇的で力強い独自の画風を確立しました。

本展覧会では最初期から晩年まで、ヴラマンクの作

品を一堂に展示し、

その画業の変遷を

たどりました。

相笠昌義
《交差点にて、
あるく人》2007 年、
油彩・キャンヴァス

※ 江戸期の時代衣裳は、作品保全のため
　 12月 8日（月・休館）に展示替えをします。

〈関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

12月5日（金）18:30～／12月7日（日）13:30～

【小中学生と父母対象】

11月29日（土）／11月30日（日）
　いずれも14:00 ～



〈関連イベント〉

ギャラリートーク（当館学芸員による解説）
【一般対象】

9月27日（土）／10月13日（月・祝）
　※いずれも13:30～
9月26日（金）／10月3日（金）
　※いずれも18:30～

【小中学生と父母対象】

9月20日（土）／9月28日（日）
10月4日（土）／10月11日（土）
　※いずれも14:00～

＊その他、関連企画を計画。
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1── 15世紀前半のフィレンツェの画家《東方三博士の礼拝》 
  1420 年代、テンペラ・板、
  サンタ・フェリチタ聖堂、聖具室蔵（フィレンツェ）
  © Firenze, Chiesa di Santa Felicita, sagrestia
  ©Antonio Quattrone

2──ロレンツォ・モナコと工房《玉座の聖母子》ほか祭壇画 
  1420 年頃 テンペラ・板、
  サンタンドレア聖堂附属美術館蔵（エンポリ）
  © Empoli, Museo della Collegiata di Sant’Andrea

3──アーニョロ・ガッディ《聖顔》 
  1385-90 年、テンペラ・板、ホーン美術館蔵（フィレンツェ）
  © Firenze, Museo Horne 
  © Antonio Quattrone

3

1

2008年9月13日［土］～11月9日［日］

2008年9月13日［土］～11月9日［日］

2

2

1 ──ジョット・ディ・ボンドーネ《聖母子》 
  1295 年頃、テンペラ・板
  サント・ステーファノ・アル・ポンテ聖堂附属美術館蔵
  （フィレンツェのサン・ジョルジョ・アッラ・コスタ聖堂からの来歴作品）
  © Firenze, Museo Diocesano di Santo Stefano al Ponte
  © Antonio Quattrone

2 ──ジョット・ディ・ボンドーネ《殉教助祭聖人》 
  ステンドグラス、
  サンタ・クローチェ聖堂附属美術館蔵（フィレンツェ）
  




